書式
１　懲戒申立書

２　倫理綱紀部会の設置について（付託書）
３　懲戒の申立てがあった旨のご通知並びに回答書の提出方について
４　綱紀部会に対する回答書

５　権利についてのご通知

６　秘密保持誓約書

７　綱紀部会報告書

８　決議書１(倫理委員会)

９　委嘱書

１０　委嘱書に対する答弁書

１１　審問期日のご通知
１２　審問記録

１３　決議書２(懲戒委員会)

１４　懲戒決定書３(理事会)

１５　暫定的資格停止処分通知書
１６　簡易却下通知書
参考書式

ア　証人へのご協力のお願い

イ　会員の欠席に対する措置について

ウ　審問期日における貴殿の欠席について

エ　終了通知書

オ　更正書

書式１
平成　　年　　月　　日

社団法人日本口腔外科学会　理事長　殿

申立人　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
懲戒申立書
	申立人
	

	〒000-0000
	東京都千代田区麹町1丁目1番1号

	氏名
	○○○○

	電話
	

	ＦＡＸ
	

	メール
	

	
	

	被申立人
	

	〒000-0000
	東京都新宿区新宿2丁目2番2号

	氏名
	○○○○

	電話
	

	ＦＡＸ
	

	メール
	


申立の趣旨
被申立人には、次のとおりの懲戒事由があるので、社団法人日本口腔外科学会においては厳正な調査の上、適切な対処を願いたい。

	
	我が国もしくは他の国の法令等に違反する行為をした。

	
	歯科医業・医業停止または歯科医師・医師免許取消の対象となる行為をした。

	
	定款に違反する行為をした。

	
	（社）日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則またはガイドラインに違反する行為をした。

	
	倫理委員会の要請に対して正当な理由なく応答せず、倫理委員会及び綱紀委員会の職務を妨害する行為をした。

	
	（社）日本口腔外科学会に故意に虚偽または誤解を与える陳述をなす行為をした。

	
	その他、内外を問わずその品位を失うべき行為をした。


申立の理由
１　申立人と被申立人の関係

２　懲戒事由の具体的な内容

３　申立に至る経緯

添付資料及び証拠
１　

書式２
（整理番号）平成　　年第　　　　号

平成　　年　　月　　日

倫理委員会
委員長　　○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　
理事長　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
倫理綱紀部会の設置について

平成　　年　　月　　日付で別紙のとおり懲戒申立てがあったので、（社）日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則第１７条３項に基づき、貴委員会に倫理綱紀部会の設置及び同部会による事案の調査を付託する。
以上

書式３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　
倫理委員会　綱紀部会　　　　　
部会長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
懲戒の申立てがあった旨のご通知並びに回答書の提出方について

貴殿に対し、別紙「懲戒申立書」のとおり○○○○から懲戒の申立てがありましたので、ご通知いたします。

つきましては、当倫理委員会綱紀部会が、事案の調査を行うこととなりましたので、別紙「権利通知書」の内容を熟読した上、別添の「綱紀部会に対する回答書」に必要事項を記入の上、平成　　年　　月　　日までに、当綱紀部会に提出してください。
ご不明な点は、下記担当者までお問い合わせください。

記

担当者　○○○○
連絡先　住所

電話番号

ＦＡＸ

メール

以　上

書式４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

社団法人日本口腔外科学会　　　

倫理委員会　綱紀部会　　　　　

部会長　　○○○○　殿

○○○○　 eq \o\ac(○,印)
綱紀部会に対する回答書
第１　懲戒の事由についての認否

１　申立人と被申立人の関係について

２　懲戒事由の具体的な内容について

３　申立に至る経緯について

第２　証拠についての真否

第３　その他

書式５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

理事長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
権利についてのご通知

今般、貴殿に対し、懲戒の申立がありました。

当会としては、厳正に事実関係を調査し、適正に処分・不処分を決したいと考えております。

ついては、貴殿には、どのような事実が懲戒の対象とされているのかを必ず告知します。

また貴殿には、これに対する反論の機会を確保するために、自己の費用で弁護士等を選任する権利、証人を尋問し証拠を提出する権利が与えられます。

さらに、懲戒対象事実があったとしても情状酌量の余地がある場合もあります。

他方で、当会の事実調査・審問に対し、無視あるいは非協力的な態度である場合にはその事実を認めたとみなされたり、その態度自体が懲戒の対象とされることもありますので、その点については十分にご留意ください。

以上

書式６

秘密保持誓約書
私は、この度、貴学会懲戒手続（以下、「本件手続」という。）に、倫理委員会・同会綱紀部会・懲戒委員会の委員として参画するにあたり、下記の事項を誓約します。

記

１　秘密保持の誓約

私は、貴学会の許可なくして、貴学会会員以外はもちろん貴学会会員で本件手続に直接関与していない者に対しても、次の事項の情報（以下、「秘密情報」という。）を開示・漏洩し、または自ら使用しないことを約束いたします。

（１）　貴学会において本件手続が遂行されている事項

（２）　本件手続において扱われる資料に記載されている事実一切

（３）　以上のほか、貴学会が特に本件手続秘密保持対象として指定した情報

２　公表後の秘密情報

私は、本件手続の決議が発表された後といえども、未公表の部分については、前項記載の秘密情報を、貴学会の許可無くして、貴学会会員に対してはもちろん貴学会会員で本件手続に直接関与していない者に対しても、開示・漏洩し、または自ら使用しないことを約束いたします。

３　秘密の譲渡

第１項記載の秘密情報については、私がその秘密の形成・創出に携わった場合であっても、貴社業務上作成したものであることを確認し、当該秘密に関するいっさいの権利が貴社にあることを確認いたします。また、当該秘密に関し私に帰属するいっさいの権利を貴社に譲渡し、貴社に対し当該秘密が私に帰属する旨の主張をいたしません。

４　資料の返還等

私は、前各項を遵守するため、本件手続参加の過程で、貴社により提供された本件手続に関する資料の保管を厳重に行うことを約束し、貴社によりその返還を要求された場合は、これらの資料およびそのコピーならびにその理由を問わず離脱した場合は、これらの資料およびそのコピーならびにそれらの関係する資料のいっさいを直ちに返還することを約束いたします。

５　退職時の秘密保持

貴学会を退会した後といえども、第１項記載の秘密情報の開示・漏洩または使用しないことを約束いたします。

平成　　年　　月　　日

住所

氏名

日本口腔外科学会

理事長　　　　　　　　殿

書式７
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

社団法人日本口腔外科学会　　　

倫理委員会　　　　　

委員長　　○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

倫理委員会　綱紀部会　　　　　

部会長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
綱紀部会報告書
第１　結論

	１
	懲戒申立て却下事由の有無　（あり・なし）

	
	
	被請求会員が既に死亡している。

	
	
	被請求会員は既に会員でない。

	
	
	同一事案について過去にすでに申立てがある。

	２
	懲戒事由に該当する事実の有無　（あり・なし）

	
	
	我が国もしくは他の国の法令等に違反する行為をした。

	
	
	歯科医業・医業停止または歯科医師・医師免許取消の対象となる行為をした。

	
	
	定款に違反する行為をした。

	
	
	（社）日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則またはガイドラインに違反する行為をした。

	
	
	倫理委員会の要請に対して正当な理由なく応答せず、倫理委員会及び綱紀委員会の職務を妨害する行為をした。

	３
	懲戒処分に関する意見　（懲戒不相当・懲戒相当・手続停止相当）

	
	
	懲戒事由の該当事実がない。

	
	
	懲戒事由に該当し懲戒不相当である。（訓戒譴責相当・不要）

	
	
	懲戒事由に該当し懲戒相当である（戒告・改善勧告・資格停止・資格取消・除名）。

	
	
	懲戒事由に該当し懲戒相当である（専門医の登録に関する処分・論文等の抹消）。


第２　結論に至る理由
書式８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

決議書１（倫理委員会）
	期日
	平成　　年　　月　　日　　午　　　　時　　　分

	場所
	社団法人日本口腔外科学会　事務局

	出席委員
	委　員　長　　　

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

	記録担当者
	委　　　員

	審　　議

	１　委員長は、平成　　年　　月　　日、綱紀部会の平成　　年　　月　　日付報告書につき、審議に諮った。


	決　　議

	１　委員長は、出席委員が委員会委員の過半数に達していることを確認した。

２　倫理委員会は、頭書事案に対し審議した結果、次の決議をした。

（１）

懲戒申立て却下事由の有無　（あり・なし）

被請求会員が既に死亡している。
被請求会員は既に会員でない。
同一事案について過去にすでに申立てがある。
（２）
懲戒事由に該当する事実の有無　（あり・なし）

我が国もしくは他の国の法令等に違反する行為をした。

歯科医業・医業停止または歯科医師・医師免許取消の対象となる行為をした。

定款に違反する行為をした。

（社）日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則またはガイドラインに違反する行為をした。

倫理委員会の要請に対して正当な理由なく応答せず、倫理委員会及び綱紀委員会の職務を妨害する行為をした。

（３）
懲戒処分に関する意見　（懲戒不相当・懲戒相当・手続停止相当）

懲戒事由の該当事実がない。

懲戒事由に該当し懲戒不相当である。（訓戒譴責相当・不要）

懲戒事由に該当し懲戒相当である（戒告・改善勧告・資格停止・資格取消・除名）。

懲戒事由に該当し懲戒相当である（専門医の登録に関する処分・論文等の抹消）。

３　ただし、反対の意見を呈した委員より次の意見があった。
４　なお、倫理委員会より本件事案の再発防止のために次の提案があった。



書式９
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

社団法人日本口腔外科学会
懲戒委員会　

委員長　　　○　○　○　○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

理事長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
委　嘱　書
頭書事案につき、事案の審理を懲戒委員会に委嘱する。
以上

添付資料

　決議書１（倫理委員会）

（倫理委員会で懲戒事由なしまたは懲戒不相当の決議にもかかわらず、審理を委嘱する場合は理事会で理由書を作成する。）

　綱紀部会報告書

　その他、資料一式

書式１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

委嘱書に対する答弁書
（社）日本口腔外科学会

理事長　　　　　　　殿

被請求会員　　　○○○○

第１　懲戒事由該当事実の有無

１　懲戒事由該当事実について

（すべて認める・一部認める・すべて認めない）

２　認める部分

３　認めない部分とその理由

第２　被申立人の主張

書式１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

懲戒委員会　　　　　　　　　　

委員長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
審問期日のご通知
頭書事案につき、懲戒委員会において下記の通り審問期日を定めましたので、関係資料、印鑑及び身分証明書をご持参の上、出席されたくご通知申し上げます。

記

日時　　平成　　年　　月　　日（　　）　午（前・後）　　時　　分

場所　　社団法人日本口腔外科学会　事務局　小会議室

港区高輪２－２０－２６－２０２

電話　　０３－５７９１－１７９１

以上

書式１２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

審問記録
	期日
	平成　　年　　月　　日　　午　　　　時　　　分

	場所
	社団法人日本口腔外科学会　事務局

	出席委員
	委　員　長　　　

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

	記録担当者
	委　　　員

	当事者等の出席状況
	

	記

	１　確認事項

２　問題点

３　次回の課題



	次回期日
	平成　　年　　月　　日　　　午　　　時　　　分


書式１３
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

決議書２（懲戒委員会）
	期日
	平成　　年　　月　　日　　午　　　　時　　　分

	場所
	社団法人日本口腔外科学会　事務局

	出席委員
	委　員　長　　　

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

委　　　員

	記録担当者
	委　　　員

	決　　議

	１　委員長は、出席委員が委員会委員の過半数に達していることを確認した。

２　本件担当委員は、頭書事案について別紙理由書を提出し審議に諮った。

３　懲戒委員会は、審議の結果、次の決議を行った。
（１）

懲戒申立て却下事由の有無　（あり・なし）

被請求会員が既に死亡している。
被請求会員は既に会員でない。
同一事案について過去にすでに申立てがある。
（２）

懲戒事由に該当する事実の有無　（あり・なし）

我が国もしくは他の国の法令等に違反する行為をした。

歯科医業・医業停止または歯科医師・医師免許取消の対象となる行為をした。

定款に違反する行為をした。

（社）日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則またはガイドラインに違反する行為をした。

倫理委員会の要請に対して正当な理由なく応答せず、倫理委員会及び綱紀委員会の職務を妨害する行為をした。

（３）

懲戒処分に関する意見　（懲戒不相当・懲戒相当・手続停止相当）

懲戒事由の該当事実がない。

懲戒事由に該当し懲戒不相当である。（訓戒譴責相当・不要）

懲戒事由に該当し懲戒相当である（戒告・改善勧告・資格停止・資格取消・除名）。

懲戒事由に該当し懲戒相当である（専門医の登録に関する処分・論文等の抹消）。




別紙　決議に至った理由

別紙　被申立人にかかる以前の懲戒記録
書式１４
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

懲戒決定書３（理事会）
	期日
	平成　　年　　月　　日　　午　　　　時　　　分

	場所
	社団法人日本口腔外科学会　事務局

	出席理事
	理　事　長　　　

理　　　事

理　　　事

理　　　事

理　　　事

理　　　事

理　　　事

	記録担当者
	

	決　　議

	１　理事長は、出席委員が委員会委員の過半数に達していることを確認した。

２　理事長は、頭書事案に関する懲戒委員会の決議書を提出し、審議に諮った。

３　理事長は、頭書事案に対する懲戒処分として、つぎの提案をしたところ、委員の過半数の賛同を得た。

（１）

懲戒申立て却下事由の有無　（あり・なし）

被請求会員が既に死亡している。
被請求会員は既に会員でない。
同一事案について過去にすでに申立てがある。
（２）

懲戒事由に該当する事実の有無　（あり・なし）

我が国もしくは他の国の法令等に違反する行為をした。

歯科医業・医業停止または歯科医師・医師免許取消の対象となる行為をした。

定款に違反する行為をした。

（社）日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則またはガイドラインに違反する行為をした。

倫理委員会の要請に対して正当な理由なく応答せず、倫理委員会及び綱紀委員会の職務を妨害する行為をした。

（３）

懲戒処分に関する意見　（懲戒不相当・懲戒相当・手続停止相当）

懲戒事由の該当事実がない。

懲戒事由に該当し懲戒不相当である。（訓戒譴責相当・不要）

懲戒事由に該当し懲戒相当である（戒告・改善勧告・資格停止・資格取消・除名）。

懲戒事由に該当し懲戒相当である（専門医の登録に関する処分・論文等の抹消）。




書式１５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

理事長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
暫定的資格停止処分通知書
今般、貴殿に対し、懲戒申立てがありました。
当学会理事会で慎重に審議したところ、事案の重大性に鑑み、貴殿において、懲戒手続が終了するまで暫定的に、当学会会員であることを広告、コマーシャル、レターヘッドまたは名刺等で使用することを禁止することとしましたので、その旨ご通知いたします。

以上

書式１６

平成　　年　　月　　日

申立人　　○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　

理事長　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
簡易却下通知書
貴殿より平成　　年　　月　　日付「懲戒申立書」を受け付けましたが、次の理由により懲戒申立を却下いたしましたので、その旨通知いたします。

	
	懲戒申立書が書式に違反しており、補正が不可能あるいはその見込みがないため

	
	懲戒の申立てが匿名・仮名でされたため

	
	被申立人が既に死亡しているため

	
	被申立人は既に会員ではないため

	
	被申立人は同一事案について過去にすでに懲戒の申立があるため


以上

参考書式ア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

懲戒委員会　　　　　　　　　　

委員長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
証人へのご協力のお願い
今般、頭書事案につき、貴殿に事情等をご説明願いたく、ご多忙中誠に恐縮ですが、下記日時にご来観下されたくお願い申し上げます。

記

日時　　平成　　年　　月　　日（　　）　午（前・後）　　時　　分

場所　　社団法人日本口腔外科学会　事務局会議室

港区高輪２－２０－２６－２０２

電話　　０３－５７９１－１７９１

以上

参考書式イ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

社団法人日本口腔外科学会

理事長　　　　　　　　　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

懲戒委員会(綱紀部会)　　　　　

委員長(部会長)　　　　　　　　

会員の欠席に対する措置について

平成　　年　　月　　日付文書により付託されました頭書事案において、被申立人○○○○会員が正当な理由なく、当人も了解済みの審問期日に出席しておりません。

つきましては、(社)日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則第３条１項⑤に基づき、同規則第５条に定める処分等適当な処置を行われたく、具申いたします。

以上

参考書式ウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

　　　　　　　　　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

懲戒委員会(綱紀部会)　　　　　

委員長(部会長)　　　　　　　　

審問期日における貴殿の欠席について
今般、頭書事案に関する懲戒委員会の審問期日開催について、貴殿の都合も考慮し、当委員会から出席するよう通知した期日に、貴殿は出席しませんでした。

そこで、当委員会は、(社)日本口腔外科学会における会員の倫理・綱紀・懲戒等に関する規則第３条１項⑤に基づき、本会理事長に貴殿に対する処分等を求めましたので、通知いたします。

以上

参考書式エ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

理事長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
終了通知書
今般、貴殿から申立があった頭書事案について、平成　　年　　月　　日、別紙「懲戒決定書（理事会）」記載のとおり終局処分が行われたのでその旨ご通知いたします。

以上

参考書式オ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（整理番号）平成　　年第　　　　号

被請求会員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月○○日

○○○○　殿

社団法人日本口腔外科学会　　　

理事長　　○○○○　 eq \o\ac(○,印)
更正書
平成　　年　　月　　日付懲戒決定書に次の誤記があったので、次のとおり更正した。

	誤記
	更正

	
	


